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(57)【要約】
【課題】無線通信システムにおけるマルチメディアブロ
ードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）のマ
ルチセル協調のための方法およびシステムを提供する。
【解決手段】ＭＢＭＳマルチセル協調ユニットは、同一
の単一周波数ネットワーク（ＳＦＮ）の複数セルでＭＢ
ＭＳデータを同期して送信するために、複数のｅＮｏｄ
ｅＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂ）を協調するよう
に備えられている。ＭＢＭＳマルチセル協調ユニットは
、アクセスゲートウェイまたはｅＮｏｄｅＢに配置する
ことができる。ＭＢＭＳマルチセルスケジューリング方
式は、同期化のためにｅＮｏｄｅＢに対して事前設定す
ることができる。代替として、ｅＮｏｄｅＢを動的に同
期化することができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のｅｖｏｌｖｅｄ Ｎｏｄｅ－Ｂ（ｅＮｏｄｅＢ：拡張ノードＢ）を制御するため
のアクセスゲートウェイであって、
　制御プレーンインタフェースと、
　ユーザプレーンインタフェースと、
　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）マルチセル協調
ユニットであって、
　　前記制御プレーンインタフェースと結合されたＭＢＭＳ協調制御部、および
　　前記ユーザプレーンインタフェース結合されたＭＢＭＳ協調データ部
　を含むＭＢＭＳマルチセル協調ユニットと
　を備え、
　前記ＭＢＭＳ協調制御部は、前記制御プレーンインタフェースを介して前記ｅＮｏｄｅ
Ｂへの制御シグナリングを協調させるように構成され、
　前記ＭＢＭＳ協調データ部は、前記ユーザプレーンインタフェースを介して前記ｅＮｏ
ｄｅＢへのデータシグナリングを協調させるように構成され、
　前記ＭＢＭＳマルチセル協調ユニットは、協調開始時間を決めるように構成され、前記
協調開始時間は、前記ｅＮｏｄｅＢからのデータのマルチキャスティングを開始する時間
であり、
　前記ＭＢＭＳマルチセル協調ユニットは、前記協調開始時間にしたがって少なくとも１
つのタイムスタンプを含む１つまたは複数の通信を前記ｅＮｏｄｅＢへ送信し、前記ｅＮ
ｏｄｅＢからの前記データのマルチキャスティングを時間同期するように構成された、こ
とを特徴とするアクセスゲートウェイ。
【請求項２】
　前記ＭＢＭＳ協調制御部および前記ＭＢＭＳ協調データ部の双方は、各々特定の単一周
波数ネットワーク（ＳＦＮ）に対応する複数のインスタンスを有することを特徴とする請
求項１に記載のアクセスゲートウェイ。
【請求項３】
　ＳＡＥ（Ｓｙｓｔｅｍ Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）ベアラ制御ユ
ニットと、
　ＭＭＥ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｅｎｔｉｔｙ：無線通信移動管理エ
ンティティ）と、
　パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）ユニットと
をさらに備えたことを特徴とする請求項１に記載のアクセスゲートウェイ。
【請求項４】
　前記ＳＡＥベアラ制御ユニットは無線アクセスベアラの設定を制御することを特徴とす
る請求項３に記載のアクセスゲートウェイ。
【請求項５】
　前記ＭＭＥは、（１）前記ｅＮｏｄｅＢへのページングメッセージの配信、（２）セキ
ュリティ制御、（３）アイドル状態モビリティ制御、または（４）非アクセス階層（ＮＡ
Ｓ）シグナリングの暗号化および整合性保護のうちの少なくとも１つをホスティングする
ことを特徴とする請求項３に記載のアクセスゲートウェイ。
【請求項６】
　前記ＰＤＣＰユニットは、ヘッダ圧縮および解凍、ユーザデータの転送、下位層サービ
スデータユニット（ＳＤＵ）の重複検出、およびユーザプレーンデータおよび制御プレー
ンデータの暗号化を実行することを特徴とする請求項３に記載のアクセスゲートウェイ。
【請求項７】
　前記ＭＢＭＳマルチセル協調ユニットは、ＭＢＭＳセッションが開始したという通知を
送信し、前記通知の送信の後にタイムスタンプおよびリソース可用性情報を受信するよう
に構成され、前記タイムスタンプは各ｅＮｏｄｅＢがＭＢＭＳ伝送を開始することができ
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る推定時間を指示すことを特徴とする請求項１に記載のアクセスゲートウェイ。
【請求項８】
　前記ＭＢＭＳマルチセル協調ユニットは、前記少なくとも１つのタイムスタンプを送信
し、同一の単一周波数ネットワーク（ＳＦＮ）内の前記ｅＮｏｄｅＢによってＭＢＭＳデ
ータが少なくとも１つの無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）に伝送されるべきときであ
る協調された時間を指示するように構成されたことを特徴とする請求項７に記載のアクセ
スゲートウェイ。
【請求項９】
　前記ＭＢＭＳマルチセル協調ユニットは、運用、管理および保守（ＯＡＭ）システムか
らスケジューリングスキームを受信し、前記スケジューリングスキームの詳細を前記ｅＮ
ｏｄｅＢへ送信するように構成されたことを特徴とする請求項１に記載のアクセスゲート
ウェイ。
【請求項１０】
　前記ＭＢＭＳマルチセル協調ユニットは、前記ｅＮｏｄｅＢからの前記データのマルチ
キャスティングの前に、前記ｅＮｏｄｅＢへスケジューリングスキームを送り、前記スケ
ジューリングスキームに従った前記ｅＮｏｄｅＢからの前記データのマルチキャスティン
グのために各ｅＮｏｄｅＢを共通に設定するように構成されたことを特徴とする請求項１
に記載のアクセスゲートウェイ。
【請求項１１】
　前記ＭＢＭＳマルチセル協調ユニットは、
　　前記ｅＮｏｄｅＢの１つまたは複数からタイミング情報を受信し、
　　前記少なくとも１つのタイムスタンプで示される前記協調開始時間を決定し、
　　前記少なくとも１つのタイムスタンプを送信し、前記ｅＮｏｄｅＢから１つまたは複
数のＷＴＲＵへのマルチキャスティングの開始を同期させる
　ように構成されたことを特徴とする請求項１に記載のアクセスゲートウェイ。
【請求項１２】
　複数のｅｖｏｌｖｅｄ Ｎｏｄｅ－Ｂ（ｅＮｏｄｅＢ：拡張ノードＢ）を制御するため
の方法であって、
　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）マルチセル協調
ユニットが、前記ｅＮｏｄｅＢからのデータのマルチキャスティングを開始するための協
調開始時間を決めることと、
　前記ＭＢＭＳマルチセル協調ユニットが、前記ｅＮｏｄｅＢからの前記データのマルチ
キャスティングの前に、前記ｅＮｏｄｅＢへ１つまたは複数の通信を送り、前記ｅＮｏｄ
ｅＢからの前記データのマルチキャスティングのために前記ｅＮｏｄｅＢの各々を共通に
設定し、前記ｅＮｏｄｅＢからの前記データのマルチキャスティングを時間同期すること
と
を含むことを特徴とする方法。
【請求項１３】
　前記ＭＢＭＳマルチセル協調ユニットが、ＭＢＭＳサービスタイプ、データ転送速度、
開始時間、終了時間のいずれかのようなスケジューリング情報を含むスケジューリングス
キームを受信することをさらに含み、
　前記ｅＮｏｄｅＢへ１つまたは複数の通信を送ることは、前記開始時間を含むスケジュ
ーリング情報を送信して、前記ｅＮｏｄｅＢからの前記データのマルチキャスティングを
時間同期することを含むことを特徴とする請求項１２に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに関する。さらに詳細には、本発明は、無線通信システム
におけるマルチメディアブロードキャスト・マルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）のため
のマルチセル協調（Ｍｕｌｔｉ－ｃｅｌｌ ｃｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ:複数基地強調）に関
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する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅ
ｃｔ：第三世代移動体通信システムの標準化プロジェクトの国際標準化規格）Ｒｅｌｅａ
ｓｅ　６（リリース６）ではＭＢＭＳを定義しているが、これ（ＭＢＭＳ）はＤＶＢ－Ｈ
（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｉｄｅｏ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ－Ｈａｎｄｈｅｌｄ：モバイル用デ
ジタルＴＶ放送規格）のように他の通信規格で動作する他のマルチキャストサービスに相
当するものである。ＭＢＭＳは、ブロードキャストモードまたはマルチキャストモードに
おいて単一ソースから複数の受信側にダウンリンクデータを伝送できるようにする。既存
の３ＧＰＰリリースはまた、ＭＢＭＳチャネル、スケジューリング、ベアラ（ｂｅａｒｅ
ｒ）、プロシージャ(手続き、手順)などを定義する。
【０００３】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ：携帯電話の高速データ
通信の規格）プロジェクトにおいて、新しいＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌ
ｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　Ｓｙｓｔｅｍｓ：ヨーロッパの第３世代移
動体通信システム）Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅ
ｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ：次世代の無線アクセスネッ
トワーク）およびＥｖｏｌｖｅｄ　Ｃｏｒｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ（発展させた基幹回線網）
が導入されている。それにより必然的に、新しいアーキテクチャがＭＢＭＳを効率的にサ
ポートすることができるようにＭＢＭＳの現在の仕様に変更を加えることが必要となる。
【０００４】
　ＬＴＥは、単一セルおよびマルチセルのＭＢＭＳ伝送のサポートを必要とする。マルチ
セル伝送の場合、ＭＢＭＳ（たとえば、モバイルＴＶ）は、セルのグループの通信エリア
上で伝送され、ＭＢＭＳはマルチキャストチャネル（ＭＣＨ）上で伝送することができ、
受信機におけるＭＢＭＳデータのソフトコンバイニング（Soft Combining:ソフト合成）
は特定のサービスグループ（つまり、単一周波数ネットワーク（ＳＦＮ））内でサポート
することができ、複数のセルからのＭＢＭＳデータの同期伝送が可能である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ＬＴＥアーキテクチャにおける複数セルでの同期データ伝送を達成するため、セル間ス
ケジューリングが必要となる。Ｒｅｌｅａｓｅ　６において、同期化は、無線ネットワー
クコントローラ（ＲＮＣ）によって実行される。しかし、新しいＬＴＥアーキテクチャの
ＲＮＣを伴わない場合、マルチセル伝送を容易にするために代替の手順が提供される必要
がある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、無線通信システムにおけるＭＢＭＳのマルチセル協調のための方法およびシ
ステムに関する。ＭＢＭＳ協調ユニットは、複数セルでＭＢＭＳデータを同期して伝送す
るために、複数のｅＮｏｄｅＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂ）（つまり、セル）を協
調するように提供される。ＭＢＭＳ協調ユニットは、アクセスゲートウェイまたはｅＮｏ
ｄｅＢに配置することができる。ＭＢＭＳマルチセルスケジューリング方式を、同期化の
ためにｅＮｏｄｅＢに対して事前設定することができる。代替として、ｅＮｏｄｅＢを動
的に同期化してもよい。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　本発明のさらに詳細な理解は、例示により示され、添付の図面と併せて理解される、以
下の好ましい実施形態の説明から得ることができる。
【図１】本発明によるアクセスゲートウェイに配置されたＭＢＭＳ協調ユニットを示す図
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である。
【図２】本発明によるｅＮｏｄｅＢに配置されたＭＢＭＳ協調ユニットを示す図である。
【図３】本発明の１つの実施形態によるｅＮｏｄｅＢのグループを同期化するための事前
設定スケジューリングを示す信号流れ図である。
【図４】本発明のもう１つの実施形態によるｅＮｏｄｅＢのグループを動的に同期化する
ためのハンドシェーキング（ｈａｎｄ－ｓｈａｋｉｎｇ:初期手順）スケジューリングを
示す信号の流れ図である。
【図５】本発明によるＭＢＭＳ制御チャネル（ＭＣＣＨ）情報スケジューリングを示す図
である。
【図６】本発明により動作するｅＮｏｄｅＢの例示的な構成を示す図である。
【図７】本発明により動作するＭＢＭＳマルチセル協調ユニットの例示的な構成を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　これ以降「無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）」という用語が参照される場合、これ
はユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定または移動加入者ユニット、ページャー（ポケット
ベル）、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ：個人用デジタル補助装置）、コンピュータ、
または無線環境において動作することのできる他の任意の種類のユーザ装置を含むが、こ
れらに限定されることはない。これ以降「基地局」という用語が参照される場合、これは
ｅＮｏｄｅＢ、サイトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、または無線環境におい
て動作することのできる他の任意の種類のインターフェイス接続装置を含むが、これらに
限定されることはない。
【０００９】
　本発明は、提案されたＬＴＥアーキテクチャにおいてＭＢＭＳのマルチセル伝送をサポ
ートするための問題点に対処する。本発明は、マルチセル協調ユニットを規定して、ＭＢ
ＭＳ協調ユニットの位置およびさまざまなスケジューリング手順を提案し、（通知および
計数など）既存のＭＢＭＳ機能が新しいアーキテクチャにおいてどのように変更できるか
を規定し、ＭＢＭＳ制御チャネルの新しいスケジューリングを規定する。
【００１０】
　図１は、複数のｅＮｏｄｅＢ（つまり、セル）１０５1、１０５2、１０５3、および１
０５4と通信するアクセスゲートウェイ１００を示す。アクセスゲートウェイ１００は、
本発明により構成されたＭＢＭＳマルチセル協調ユニット１１０（つまり、ＭＢＭＳサー
バ）を含む。ＭＢＭＳマルチセル協調ユニット１１０は、ｅＮｏｄｅＢ１０５を制御し、
ｅＮｏｄｅＢが同一のセルグループに属す場合にマルチセルスケジューリングおよび伝送
を協調させる論理エンティティである。ＭＢＭＳ協調ユニット１１０の機能は、スケジュ
ーリングおよびタイミング制御、計数、ｅＮｏｄｅＢ登録、およびフィードバックを含む
ことができる。各ＳＦＮについて、ＭＢＭＳマルチセル協調ユニット１１０はまた、ＳＦ
Ｎ内の各ｅＮｏｄｅＢ１０５の共通スクランブリングコードを構成する。異なるＭＢＭＳ
の場合、ＳＦＮは異なることもある（異なるセル／ｅＮｏｄｅＢで構成される）。
【００１１】
　引き続き図１を参照すると、ＭＢＭＳマルチセル協調ユニット１１０は、制御シグナリ
ング（信号伝達）を協調させるためにアクセスゲートウェイ１００の制御プレーン１２０
に配置された少なくとも１つの制御部１１５、およびデータシグナリングを協調させるた
めにアクセスゲートウェイ１００のユーザプレーン１３０に配置された少なくとも１つの
データ部１２５とを含む。制御部１１５およびデータ部１２５はいずれも、各々特定のサ
ービスグループ（つまり、ＳＦＮ）にそれぞれが対応する複数のインスタンス（ｉｎｓｔ
ａｎｃｅ:実体）を有することができる。アクセスゲートウェイ１００はさらに、ＳＡＥ
（Ｓｙｓｔｅｍ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ：次世代のＵＭＴＳの
ネットワークアーキテクチャ）ベアラ制御ユニット１３５、ＭＭＥ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　
Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ：移動管理エンティティ）１４０、およびパケット
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データコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：パケットデータ収斂プロトコル）ユニッ
ト１４５を含む。
【００１２】
　ＳＡＥベアラ制御ユニット１３５は、広帯域符号分割多元接続（ＷＣＤＭＡ（登録商標
））における従来の「無線アクセスベアラ制御」あるいは「ＲＡＢ制御」のＬＴＥの対応
物である。これは、無線アクセスベアラの構成を制御する。ＭＭＥユニット１４０は、ｅ
ＮｏｄｅＢへのページングメッセージの配信、セキュリティ制御、アイドル状態モビリテ
ィ（移動性）制御、および非アクセス階層（ＮＡＳ）シグナリングの暗号化および整合性
保護の機能をホスティング（提供）する。ＰＤＣＰユニット１４５の主要なサービスおよ
び機能は、ヘッダの圧縮および解凍、ユーザデータの転送（すなわち、ＰＤＣＰはＮＡＳ
からＰＤＣＰサービスデータユニット（ＳＤＵ）を受信し、それを無線リンク制御（ＲＬ
Ｃ）層に転送する、およびその逆を行うこと、少なくともｅＮｏｄｅＢ間のモビリティ期
間中のダウンリンクＲＬＣ　ＳＤＵの再配列、アップリンクのハンドオーバー（ＨＯ）に
おける上位層プロトコルデータユニット（ＰＤＵ）のシーケンス内配信（更なる検討が必
要（ＦＦＳ））、下位層ＳＤＵの重複検出、およびユーザプレーンデータおよび制御プレ
ーンデータの暗号化（ＮＡＳシグナリング）を含む。
【００１３】
　ＭＢＭＳマルチセル協調ユニット１１０は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（つまり、ｅＮｏｄｅＢ）
とアクセスゲートウェイ１００との間に配置することができる。ＭＢＭＳマルチセル協調
ユニット１１０の物理的位置は、特定の実施態様によって異なる。前述のように、図１は
、アクセスゲートウェイ１００と同一の場所に配置されるＭＢＭＳマルチセル協調ユニッ
ト１１０を示す。このシナリオにおいて、制御シグナリング（信号伝達）のためにアクセ
スゲートウェイ１００の制御プレーン１２０内には複数のインスタンスがあり、データト
ラフィックのためにアクセスゲートウェイ１００のユーザプレーン１３０内には複数のイ
ンスタンスがある。
【００１４】
　ＬＴＥと現在のＵＭＴＳシステムの間に混合のＭＢＭＳがある場合、インターアクセス
ＭＢＭＳ協調ユニットがインターアクセスアンカーノードに配置される必要がある。イン
ターアクセスＭＢＭＳ協調ユニットは、ＵＭＴＳのＲＮＣ内でＬＴＥおよびＭＢＭＳ機能
のためにアクセスゲートウェイ１００においてＭＢＭＳマルチセル協調ユニット１１０と
対話する。
【００１５】
　代替実施形態において、ＭＢＭＳマルチセル協調ユニット１１０は、図２に示されるよ
うに、ｅＮｏｄｅＢに配置することができる。この解決策は、どのｅＮｏｄｅＢがＭＢＭ
Ｓマルチセル協調ユニット１１０を含む「マスター」ｅＮｏｄｅＢとなるのかを決定する
方法など、いくつかの潜在的な問題を有することもある。「マスター」ｅＮｏｄｅＢは、
「マスター」ｅＮｏｄｅＢがさまざまなサービスに対して変化することができるように、
事前設定により静的に、あるいは動的に決定することができる。さらに、ｅＮｏｄｅＢの
間の付加的な「ハンドシェーキング」シグナリングが必要となる。
【００１６】
　ＭＢＭＳデータは、アクセスゲートウェイ１００に到着すると、特定のセルグループ内
のすべてのｅＮｏｄｅＢ１０５と同期をとって伝送されるようにスケジュールされる。本
発明によれば、ｅＮｏｄｅＢ１０５は実際のスケジューリングを実行し、その間にＭＢＭ
Ｓマルチセル協調ユニット１１０はｅＮｏｄｅＢ間で伝送が同期化されるよう保証する。
そのｅＮｏｄｅＢは時間に関して同期化されるものと仮定する。
【００１７】
　図３は、本発明の１つの実施形態による、複数のＷＴＲＵ３０５、複数のｅＮｏｄｅＢ
３１０、ＭＢＭＳマルチセル協調ユニット３１５、運用、管理および保守（ＯＡＭ）シス
テム３２０、およびアクセスゲートウェイ３２５を含む、無線通信システムにおいてｅＮ
ｏｄｅＢのグループを同期化するための事前設定スケジューリング手順３００を実施する
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信号の流れ図を示す。ステップ３３０において、ＭＢＭＳマルチセル協調ユニット３１５
は、ＭＢＭＳが開始する前に、ＯＡＭシステム３２０などから、ＭＢＭＳマルチセルスケ
ジューリング基準（ｃｒｉｔｅｒｉａ）を取得する。その基準は、たとえば、ＭＢＭＳデ
ータの通知後のあらかじめ定められた時間後にｅＮｏｄｅＢがＭＢＭＳデータを伝送する
ことを可能としている。代替として、方式は、ＭＢＭＳデータが最初にｅＮｏｄｅＢ３１
０に到着してから、あらかじめ定められた時間後にｅＮｏｄｅＢがＭＢＭＳデータを伝送
するとすることができる。各方式はシグナリングによって設定され、ＭＢＭＳデータの到
着などの伝送基準によってトリガされる。
【００１８】
　引き続き図３を参照すると、ｅＮｏｄｅＢ３１０は、ＭＢＭＳが開始する前にＭＢＭＳ
マルチセル協調ユニット３１５に登録する（ステップ３３５）。この登録は、ｅＮｏｄｅ
Ｂにおけるシステム起動／再起動手順の一環であってもよく、それにより特定のＭＢＭＳ
サービスを提供しようとするｅＮｏｄｅＢはＭＢＭＳ協調ユニット３１５に先に登録され
る必要がある。ＭＢＭＳマルチセル協調ユニット３１５からリソース予約の指示がない場
合、ｅＮｏｄｅＢ３１０はリソースの利用可能性(アベイラビリティ)をＭＢＭＳマルチセ
ル協調ユニット３１５に知らせる。ＭＢＭＳ伝送タイムスタンプおよびＭＢＭＳデータに
必要なリソースに関する情報は、ｅＮｏｄｅＢ３１０に渡されることとなる。この方式は
、ＭＢＭＳサービス期間中に再始動または変更することができる。
【００１９】
　引き続き図３を参照すると、ｅＮｏｄｅＢ３１０がＭＢＭＳマルチセル協調ユニット３
１５に登録された後、ＭＢＭＳマルチセル協調ユニット３１５は、特定のＭＢＭＳスケジ
ューリング方式の詳細に関してｅＮｏｄｅＢ３１０に通知することとなる（ステップ３４
０）。ＭＢＭＳスケジューリング方式の通知は、ＭＢＭＳサービスタイプ、データ転送速
度、開始時間、終了時間などを含む情報を含むことができる。ステップ３４５においてＭ
ＢＭＳサービスが開始すると、ＭＢＭＳデータは、アクセスゲートウェイ３２５からｅＮ
ｏｄｅＢ３１０に着信する（ステップ３５０）。最後に、ステップ３５５において、ｅＮ
ｏｄｅＢ３１０は、ステップ３４０で通知されたＭＢＭＳスケジューリング方式に従って
、ＭＢＭＳデータをＷＴＲＵ３０５に伝送（発信）する。
【００２０】
　図４は、本発明のもう１つの実施形態による、複数のＷＴＲＵ４０５、複数のｅＮｏｄ
ｅＢ４１０、ＭＢＭＳマルチセル協調ユニット４１５、およびアクセスゲートウェイ４２
０を含む、無線通信システムにおいてｅＮｏｄｅＢのグループを動的に同期化するための
ハンドシェーキングスケジューリング手順４００を実施する信号の流れ図を示す。ｅＮｏ
ｄｅＢ４１０は各々、ＭＢＭＳマルチセル協調ユニット４１５によって制御される。ステ
ップ４２５において、アクセスゲートウェイ４２０（またはＭＢＭＳマルチセル協調ユニ
ット４１５）は、ＭＢＭＳセッションが開始することをｅＮｏｄｅＢ４１０に通知する。
ステップ４３０において、各ｅＮｏｄｅＢ４１０は、見積タイムスタンプおよびリソース
可用性情報をＭＢＭＳマルチセル協調ユニット４１５へ送信する。このタイムスタンプは
、各ｅＮｏｄｅＢ４１０がＭＢＭＳ伝送を開始することができる時間を示す。受信した情
報に基づいて、ＭＢＭＳマルチセル協調ユニット４１５は、同一ＳＦＮ内のすべてのｅＮ
ｏｄｅＢ４１０によりＭＢＭＳデータがＷＴＲＵに伝送されるべきときの協調された時間
を決定する。ステップ４３５において、ＭＢＭＳマルチセル協調ユニット４１５は、協調
済みスケジューリングタイムスタンプを送信することによって、ＷＴＲＵへのＭＢＭＳデ
ータの伝送が開始すべきときの時間についてｅＮｏｄｅＢ４１０に知らせる。次いで、Ｍ
ＢＭＳサービスは、ステップ４４０において開始する。ステップ４４５において、ｅＮｏ
ｄｅＢ４１０は、アクセスゲートウェイ４２０からＭＢＭＳデータを受信する。ステップ
４５０において、ｅＮｏｄｅＢ４１０は、ＭＢＭＳマルチセル協調ユニット４１５によっ
て送信された協調済みスケジューリングタイムスタンプに従って、ＭＢＭＳデータをＷＴ
ＲＵ４０５に伝送することによりＭＢＭＳを提供する。前述のハンドシェーキングシグナ
リングは反復されることが必要であってもよく、それによりステップ４５５においてＭＢ
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ＭＳは続行し、ステップ４６０、４６５、および４７０はそれぞれ、対応するステップ４
３０、４３５、および４５０と同じように実施される。
【００２１】
　本発明のもう１つの実施形態によれば、図１のＭＢＭＳマルチセル協調ユニット１１０
が適宜に伝送をスケジュールすることができるように、ＭＢＭＳマルチセル協調ユニット
１１０がｅＮｏｄｅＢ１０５から十分な情報を受信することが重要である。ＭＢＭＳマル
チセル協調ユニット１１０は、以下の情報を有することができるが、これらに限定される
ことはない。
　１）ｅＮｏｄｅＢ識別：ＭＢＭＳマルチセル協調ユニット１１０は、これを使用して、
ｅＮｏｄｅＢ１０５がサービスグループに登録しているかどうか確認するか、または以前
の計数記録などのｅＮｏｄｅＢ１０５に関する他のプリロードされた情報を取得すること
ができる
　２）ｅＮｏｄｅＢタイプ：ｅＮｏｄｅＢ１０５がＭＢＭＳの混合または専用セルを制御
するかどうかなどの情報
　３）ＭＢＭＳに関心を持つユーザの数
　４）ＭＢＭＳのｅＮｏｄｅＢ状況（たとえば、リソースがＭＢＭＳ用に割り当てられて
いるかどうかなど）
　５）既存のＭＢＭＳ：セルに複数のＭＢＭＳが存在するとき。
【００２２】
　情報は、ｅＮｏｄｅＢ１０５からＭＢＭＳマルチセル協調ユニット１１０へ、両者間の
制御シグナリングを介して送信される。
【００２３】
　ＭＢＭＳマルチセル協調ユニット１１０はまた、その時々でリソース可用性を追跡する
。リソースが使用されていない場合には、ｅＮｏｄｅＢ１０５は、それを専用サービスに
使用することが許可される。しかし、リソースの優先度は、ＭＢＭＳに対するものでなけ
ればならない。
【００２４】
　本発明のさらにもう１つの実施形態によれば、ＭＢＭＳ通知機構は、重要なＭＢＭＳ制
御チャネル（ＭＣＣＨ）情報の次回の変化をＷＴＲＵに知らせるために使用される。ＭＢ
ＭＳ通知標識は、ｅＮｏｄｅＢから複数のＷＴＲＵに送信される。しかし、通知メッセー
ジは、アクセスゲートウェイまたはＭＢＭＳマルチセル協調ユニットにおいて作成するこ
とができる。ＭＢＭＳ標識チャネル（ＭＩＣＨ）ではなく、情報はＭＣＣＨを介して送信
される。ＷＴＲＵには、ＲＲＣ接続が必要であるかどうかを知らせる必要がある。アイド
ルまたはＲＲＣ接続モードでＷＴＲＵは、ＭＢＭＳ通知を受信する。サービスグループの
ＭＢＭＳ通知指示を検出すると、このグループに対応するサービスに関心を持つそれらの
ＷＴＲＵは、次の変更期間の最初にＭＣＣＨの読み取りを開始する。フィードバック機構
が利用される場合には、計数、チャネル品質、サービスの完了などの、フィードバック情
報のタイプを含める必要がある。
【００２５】
　Ｒｅｌｅａｓｅ　６において、通知は、ＲＮＣによって実行されるＲＲＣ操作（オペレ
ーション）である。ＬＴＥアーキテクチャにおいて、通知機能は、ｅＮｏｄｅＢにおいて
実行することができる。しかし、同一のサービスグループに属し、同一のＳＦＮ内にある
ｅＮｏｄｅＢについては、通知は、ＭＢＭＳマルチセル協調ユニットによって同期化され
る必要がある。
【００２６】
　本発明のさらにもう１つの実施形態によれば、ＭＢＭＳ計数手順は、ＭＢＭＳの受信に
関心を持つＷＴＲＵの数についてＥ－ＵＴＲＡＮに知らせるためにＷＴＲＵによって使用
される。計数の要求は通知に指示され、同一のＭＢＭＳサービスグループに属しているＷ
ＴＲＵに、計数要求に応答するよう要求することによって達成される。計数要求に応答す
るＷＴＲＵの正確な数は、無線リソース管理（ＲＲＭ）の問題である。
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【００２７】
　さまざまなＬＴＥ状態を持つＷＴＲＵは、以下のように反応する。ＬＴＥ＿ＩＤＬＥ状
態にあるＷＴＲＵはＲＲＣ接続確立手順（ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）を要求する。ＷＴＲＵは
、ＭＢＭＳを受信するまでＲＲＣ接続状態を保持することとなる。ＬＴＥ＿ＡＣＴＩＶＥ
状態にあるＷＴＲＵは、ＭＢＭＳへの自身の関心をＥ－ＵＴＲＡＮに知らせる必要がある
だけとなる。ＷＴＲＵ内で、ＭＢＭＳへの関心の応答は、ＲＲＣ接続を解除しようとする
か、またはＷＴＲＵ状態をＬＴＥ＿ＡＣＴＩＶＥからＬＴＥ＿ＩＤＬＥに変更しようとす
るかの任意の試みを「ロック」することとなる。
【００２８】
　Ｒｅｌｅａｓｅ　６において、ＭＢＭＳアクセス情報を受信すると、ＷＴＲＵは乱数を
引き出し、それが計数手順に応答するかどうかを決定する。ＷＴＲＵがこの時限で応答す
べきではない場合、ＷＴＲＵは引き続きＭＢＭＳアクセス情報を取得して、上記のプロセ
スを再度繰り返す。
【００２９】
　本発明は、手順の変更をもたらす。計数指示を受信すると、ＬＴＥアクティブ状態のＷ
ＴＲＵは常に、広告するＭＢＭＳへの自身の関心をＥ－ＵＴＲＡＮに通知する。したがっ
て、Ｅ－ＵＴＲＡＮは即時に、ＭＳＭＳの受信に関心を持つＷＴＲＵの数がどのくらいあ
るかを知り、この情報はコアネットワークおよびブロードキャストマルチキャストサービ
スセンター（ＢＭ－ＳＣ）に渡すことができる。ＷＴＲＵはまた、その現在の接続状態に
ついてＥ－ＵＴＲＡＮに通知することができる。
【００３０】
　次いで、アイドル状態のＷＴＲＵの場合には、ＷＴＲＵはランダムドロー（ｒａｎｄｏ
ｍ　ｄｒａｗ）を実行して、ＲＲＣ接続を確立すべきときを決定することとなる。ランダ
ムドローは、オーバーロードを回避するために、セル内のＲＲＣ接続手順を交互交替的に
することとなる。この情報は、いつＭＢＭＳを開始する予定であるかをＥ－ＵＴＲＡＮが
認識するように、Ｅ－ＵＴＲＡＮにも渡すことができる。
【００３１】
　本発明のさらにもう１つの実施形態による計数手順のためのアップリンクアクセスおよ
びリソース割り当てを改善する方法を提供する。計数は、２つのステップで実行される。
第１のステップは、ＬＴＥ＿Ａｃｔｉｖｅ状態にあるＷＴＲＵをカウントすることである
。ＬＴＥ＿ＡｃｔｉｖｅモードのＷＴＲＵが十分にない場合、ＬＴＥ＿Ｉｄｌｅモードの
ＷＴＲＵがカウントされる。この方式の利点は、接続済みモード応答のＷＴＲＵがある場
合に、ＬＴＥ＿ＩｄｌｅモードにあるＷＴＲＵが特定のＭＢＭＳサービスへの自身の関心
について指示を送信する必要がないことである。これは、ＬＴＥ＿Ｉｄｌｅ状態にあるＷ
ＴＲＵの計数をサポートするために必要となるアップリンクリソース（および／またはダ
ウンリンクリソース）を節約することになる。
【００３２】
　これを達成する方法は、以下のように説明される。
　１）ＭＢＭＳサービス通知パケットは、ＬＴＥ＿Ａｃｔｉｖｅ状態のＷＴＲＵのみが計
数のために応答する必要があることを指示する。
　２）オプション：ＷＴＲＵが応答を返す確率が増大するように（応答の確率などの）計
数パラメータを変更する。
　３）サービスについて応答を返すＬＴＥ＿ＡｃｔｉｖｅのＷＴＲＵが十分にない場合、
ＭＢＭＳサービス通知パッケージは、ＬＴＥ＿Ｉｄｌｅ状態のＷＴＲＵが計数のために応
答する必要があることを指示しなければならない。
【００３３】
　本発明のさらにもう１つの実施形態において、ＬＴＥシステムで、ＭＢＭＳに２つの論
理チャネルを提案する。ＭＣＣＨは制御情報に使用され、ＭＢＭＳトラフィックチャネル
（ＭＴＣＨ）はトラフィックに使用される。ＬＴＥにおいて、ＭＣＣＨは、ＭＢＭＳ制御
情報を処理するための唯一の論理チャネルとなることになる。ＭＢＭＳ標識チャネル（Ｍ
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ＩＣＨ）でトランスポート（転送）された以前の通知、およびＭＢＭＳスケジューリング
チャネル（ＭＳＣＨ）に関するスケジューリング情報は、ＭＣＣＨを介して送信すること
ができる。
【００３４】
　図５は、本発明によるＭＣＣＨ情報スケジューリングを示す。これは、一部の更新を伴
うＲｅｌｅａｓｅ　６の現在のスケジューリングに基づいている。本発明によれば、ＭＢ
ＭＳデータが近々到着するダウンリンクフレームで提供されるであろうということをｅＮ
ｏｄｅＢがＷＴＲＵに通知することができるように、ｅＮｏｄｅＢは、通知期間５０５中
にＭＣＣＨを介してＭＢＭＳ通知情報をＷＴＲＵに送信する。ｅＮｏｄｅＢは、ＭＢＭＳ
通知情報をあらかじめ定められた回数だけＷＴＲＵに送信することができる。通知期間５
０５の後で、ＭＢＭＳ制御情報はＭＣＣＨを介して送信される。以前ＭＳＣＨを介して送
信されたスケジューリング情報は、「変更情報」を送信することにより、通知期間５０５
中に更新することができる。通知期間５０５に続いて、第１の変更期間５１０が開始する
。第１の変更期間５１０に伝送されたＭＣＣＨ情報は、ＭＢＭＳサービスタイプ、特定の
ＭＢＭＳサービスが伝送されるサブフレーム（またはＴＴＩ）の索引、ＭＢＭＳの無線ベ
アラ（ＲＢ）設定などを含む、ＭＢＭＳに関するさらに詳細な情報を含む。もう１つの変
更期間５１５は、第１の変更期間５１０の後に生じることができる。反復期間５２０中に
、非ＭＢＭＳアクセス情報が定期的に伝送される。各反復期間は、変更期間よりも短い。
【００３５】
　図６は、本発明により動作するｅＮｏｄｅＢ６００の例示的な構成を示す。ｅＮｏｄｅ
Ｂ６００は、受信機６０５、送信機６１０、プロセッサ６１５、およびアンテナ６２０を
備える。受信機６０５は、アンテナ６２０を介してＭＢＭＳセッションが開始したという
通知を受信するように構成される。送信機６１０は、プロセッサ６１５によって決定され
た通りに、受信機６０５が通知を受信したことに応答して、タイムスタンプおよびリソー
ス可用性情報をアンテナ６２０を介して送信するように構成される。推定タイムスタンプ
は、ｅＮｏｄｅＢ６００がＭＢＭＳ伝送を開始することができる時間を指示する。受信機
６０５はさらに、ＭＢＭＳデータが同一ＳＦＮ内のｅＮｏｄｅＢ６００によって少なくと
も１つのＷＴＲＵに伝送されるべき協調された時間を指示する協調済みスケジューリング
タイムスタンプを、アンテナ６２０を介して受信するように構成される。受信機６０５は
また、ＭＢＭＳデータを受信するように構成され、送信機６１０はさらに、協調済みスケ
ジューリングタイムスタンプに従ってＭＢＭＳデータを少なくとも１つのＷＴＲＵに伝送
するように構成される。送信機６１０はまた、登録情報をアンテナ６２０を介して送信す
るように構成され、受信機６０５はさらに、特定のＭＢＭＳスケジューリング方式の詳細
をアンテナ６２０を介して受信するように構成される。
【００３６】
　図７は、本発明により動作するＭＢＭＳマルチセル協調ユニット７００の例示的な構成
を示す。ＭＢＭＳマルチセル協調ユニット７００は、受信機７０５、送信機７１０、プロ
セッサ７１５、およびアンテナ７２０を備える。受信機７０５は、アンテナ７２０を介し
て、ｅＮｏｄｅＢがＭＢＭＳ伝送を開始することができる時間を指示するタイムスタンプ
およびリソース可用性情報を受信するように構成される。プロセッサ７１５の制御の下に
、送信機７１０は、ＭＢＭＳデータが同一ＳＦＮ内のｅＮｏｄｅＢによって少なくとも１
つのＷＴＲＵに伝送されるべき協調された時間を指示する協調済みスケジューリングタイ
ムスタンプを、アンテナ７２０を介して送信するように構成される。受信機７０５はさら
に、アンテナ７２０を介して少なくとも１つのｅＮｏｄｅＢによって伝送された登録情報
を受信するように構成され、送信機７１０はさらに、アンテナ７２０を介して特定のＭＢ
ＭＳスケジューリング方式の詳細を登録されたｅＮｏｄｅＢに送信するように構成される
。受信機７０５はさらに、ＯＡＭシステムからスケジューリング方式を受信するように構
成される。
【００３７】
実施形態
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１．複数の無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）および複数のｅＮｏｄｅＢ（ｅｖｏｌｖ
ｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂ）を含む無線通信システムにおいてマルチメディアブロードキャスト
マルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）の提供を協調させる方法であって、ｅＮｏｄｅＢは
ＭＢＭＳをＷＴＲＵに提供するために同期化される方法において、
　ｅＮｏｄｅＢによるＷＴＲＵへのＭＢＭＳの伝送を協調させるためのＭＢＭＳ協調ユニ
ットを提供するステップを備える方法。
２．ｅＮｏｄｅＢがＭＢＭＳ協調ユニットに登録するステップと、
　ＭＢＭＳ協調ユニットが、登録されたｅＮｏｄｅＢにＭＢＭＳデータの伝送をスケジュ
ールするための情報を提供するステップと、
　ｅＮｏｄｅＢがＭＢＭＳデータを受信するステップと、
　ｅＮｏｄｅＢが、スケジューリング情報に従ってＭＢＭＳデータをＷＴＲＵに伝送する
ステップとをさらに備える実施形態１に記載の方法。
３．ＭＢＭＳ協調ユニットはアクセスゲートウェイに配置される実施形態１および２のい
ずれか１つに記載の方法。
４．ＭＢＭＳ協調ユニットはｅＮｏｄｅＢに配置される実施形態１および２のいずれか１
つに記載の方法。
５．ｅＮｏｄｅＢの第１のサブセットは第１の単一周波数ネットワーク（ＳＦＮ）に属し
、ｅＮｏｄｅＢの第２のサブセットは第２のＳＦＮに属す実施形態１～４のいずれか１つ
に記載の方法。
６．少なくとも１つのｅＮｏｄｅＢは第１および第２のＳＦＮの両方に属す実施形態５に
記載の方法。
７．ＭＢＭＳ協調ユニットは、制御シグナリングを協調させるためにアクセスゲートウェ
イの制御プレーンに配置された少なくとも１つの制御部と、データシグナリングを協調さ
せるためにアクセスゲートウェイのユーザプレーンに配置された少なくとも１つのデータ
部とを含む実施形態１～６のいずれか１つに記載の方法。
８．制御部およびデータ部はいずれも、各々特定の単一周波数ネットワーク（ＳＦＮ）に
対応する複数のインスタンスを有する実施形態７に記載の方法。
９．ｅＮｏｄｅＢ識別情報をＭＢＭＳ協調ユニットに提供するステップをさらに備える実
施形態１～８のいずれか１つに記載の方法。
１０．ｅＮｏｄｅＢタイプ情報をＭＢＭＳ協調ユニットに提供するステップをさらに備え
る実施形態１～９のいずれか１つに記載の方法。
１１．ＭＢＭＳデータを受信することに関心を持つＷＴＲＵユーザの数に関する情報をＭ
ＢＭＳ協調ユニットに提供するステップをさらに備える実施形態１～１０のいずれか１つ
に記載の方法。
１２．ＭＢＭＳのｅＮｏｄｅＢ状況情報をＭＢＭＳ協調ユニットに提供するステップをさ
らに備える実施形態１～１１のいずれか１つに記載の方法。
１３．既存のＭＢＭＳ情報をＭＢＭＳ協調ユニットに提供するステップをさらに備える実
施形態１～１２のいずれか１つに記載の方法。
１４．複数の無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）および複数のｅＮｏｄｅＢ（ｅｖｏｌ
ｖｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂ）を含む無線通信システムにおいてマルチメディアブロードキャス
トマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）の提供を協調させる方法であって、ｅＮｏｄｅＢ
はＭＢＭＳをＷＴＲＵに提供するために同期化される方法において、
　ＭＢＭＳ協調ユニットを提供するステップと、
　ｅＮｏｄｅＢが、ＭＢＭＳセッションが開始したという通知を受信するステップと、
　各ｅＮｏｄｅＢが、タイムスタンプおよびリソース可用性情報をＭＢＭＳ協調ユニット
に送信するステップであって、推定されたタイムスタンプはｅＮｏｄｅＢがＭＢＭＳ伝送
を開始することができる時間を指示するステップと、
　ｅＮｏｄｅＢが、ＭＢＭＳデータが同一単一周波数ネットワーク（ＳＦＮ）内のｅＮｏ
ｄｅＢによってＷＴＲＵに伝送されるべき協調された時間を指示する、ＭＢＭＳ協調ユニ
ットによって生成された協調済みスケジューリングタイムスタンプを受信するステップと
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、
　ｅＮｏｄｅＢがＭＢＭＳデータを受信するステップと、
　ｅＮｏｄｅＢが、協調済みスケジューリングタイムスタンプに従ってＭＢＭＳをＷＴＲ
Ｕに伝送するステップとを備える方法。
１５．ＭＢＭＳ協調ユニットはアクセスゲートウェイに配置される実施形態１４に記載の
方法。
１６．ＭＢＭＳ協調ユニットはｅＮｏｄｅＢに配置される実施形態１４に記載の方法。
１７．ｅＮｏｄｅＢの第１のサブセットは第１のＳＦＮに属し、ｅＮｏｄｅＢの第２のサ
ブセットは第２のＳＦＮに属す実施形態１４～１６のいずれか１つに記載の方法。
１８．少なくとも１つのｅＮｏｄｅＢは第１および第２のＳＦＮの両方に属す実施形態１
７に記載の方法。
１９．ＭＢＭＳ協調ユニットは、制御シグナリングを協調させるためにアクセスゲートウ
ェイの制御プレーンに配置された少なくとも１つの制御部と、データシグナリングを協調
させるためにアクセスゲートウェイのユーザプレーンに配置された少なくとも１つのデー
タ部とを含む実施形態１４～１８のいずれか１つに記載の方法。
２０．制御部およびデータ部はいずれも、各々特定のＳＦＮに対応する複数のインスタン
スを有する実施形態１９に記載の方法。
２１．ｅＮｏｄｅＢはアクセスゲートウェイからＭＢＭＳデータを受信する実施形態１４
～２０のいずれか１つに記載の方法。
２２．マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）の提供を協
調させるための無線通信システムであって、 
　ＭＢＭＳ協調ユニットと、
　複数の無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）と、
　複数のｅＮｏｄｅＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂ）であって、各ｅＮｏｄｅＢは（
ｉ）ＭＢＭＳ協調ユニットに登録するように構成され、（ｉｉ）ＭＢＭＳデータの伝送を
スケジュールするためにＭＢＭＳ協調ユニットから情報を受信するように構成され、（ｉ
ｉｉ）ＭＢＭＳデータを受信するように構成され、（ｉｖ）スケジューリング情報に従っ
てＭＢＭＳデータをＷＴＲＵに伝送するように構成されるｅＮｏｄｅＢとを備えるシステ
ム。
２３．ＭＢＭＳ協調ユニットはアクセスゲートウェイに配置される実施形態２２に記載の
システム。
２４．ＭＢＭＳ協調ユニットはｅＮｏｄｅＢに配置される実施形態２２に記載のシステム
。
２５．ｅＮｏｄｅＢの第１のサブセットは第１の単一周波数ネットワーク（ＳＦＮ）に属
し、ｅＮｏｄｅＢの第２のサブセットは第２のＳＦＮに属す実施形態２２～２４のいずれ
か１つに記載のシステム。
２６．少なくとも１つのｅＮｏｄｅＢは第１および第２のＳＦＮの両方に属す実施形態２
５に記載のシステム。
２７．ＭＢＭＳ協調ユニットは、制御シグナリングを協調させるためにアクセスゲートウ
ェイの制御プレーンに配置された少なくとも１つの制御部と、データシグナリングを協調
させるためにアクセスゲートウェイのユーザプレーンに配置された少なくとも１つのデー
タ部とを含む実施形態２２～２６のいずれか１つに記載のシステム。
２８．制御部およびデータ部はいずれも、各々特定の単一周波数ネットワーク（ＳＦＮ）
に対応する複数のインスタンスを有する実施形態２７に記載のシステム。
２９．ＷＴＲＵへの伝送のためにＭＢＭＳデータをｅＮｏｄｅＢに提供するように構成さ
れたアクセスゲートウェイと、
　ＭＢＭＳマルチセルスケジューリング基準をＭＢＭＳ協調ユニットに提供するように構
成された運用、管理および保守（ＯＡＭ）システムとをさらに備える実施形態２２～２８
のいずれか１つに記載のシステム。
３０．マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）の提供を協
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調させるための無線通信システムであって、
　ＭＢＭＳ協調ユニットと、
　複数の無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）と、
　複数のｅＮｏｄｅＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂ）であって、各ｅＮｏｄｅＢは、
（ｉ）ＭＢＭＳセッションが開始したという通知を受信して、タイムスタンプおよびリソ
ース可用性情報をＭＢＭＳ協調ユニットに送信するように構成され、推定されるタイムス
タンプはｅＮｏｄｅＢがＭＢＭＳ伝送を開始することができる時間を指示し、（ｉｉ）Ｍ
ＢＭＳデータが同一単一周波数ネットワーク（ＳＦＮ）内のｅＮｏｄｅＢによってＷＴＲ
Ｕに伝送されるべき協調された時間を指示する、ＭＢＭＳ協調ユニットによって生成され
た協調済みスケジューリングタイムスタンプを受信するように構成され、（ｉｉｉ）ＭＢ
ＭＳデータを受信するように構成され、（ｉｖ）協調済みスケジューリングタイムスタン
プに従ってＭＢＭＳデータをＷＴＲＵに伝送するように構成されるｅＮｏｄｅＢとを備え
るシステム。
３１．ＭＢＭＳ協調ユニットはアクセスゲートウェイに配置される実施形態３０に記載の
システム。
３２．ＭＢＭＳ協調ユニットはｅＮｏｄｅＢに配置される実施形態３０に記載のシステム
。
３３．ｅＮｏｄｅＢの第１のサブセットは第１のＳＦＮに属し、ｅＮｏｄｅＢの第２のサ
ブセットは第２のＳＦＮに属す実施形態３０～３２のいずれか１つに記載のシステム。
３４．少なくとも１つのｅＮｏｄｅＢは第１および第２のＳＦＮの両方に属す実施形態３
３に記載のシステム。
３５．ＭＢＭＳ協調ユニットは、制御シグナリングを協調させるためにアクセスゲートウ
ェイの制御プレーンに配置された少なくとも１つの制御部と、データシグナリングを協調
させるためにアクセスゲートウェイのユーザプレーンに配置された少なくとも１つのデー
タ部とを含む実施形態３０～３４のいずれか１つに記載のシステム。
３６．制御部およびデータ部はいずれも、各々特定のＳＦＮに対応する複数のインスタン
スを有する実施形態３５に記載のシステム。
３７．ＷＴＲＵへの伝送のためにＭＢＭＳデータをｅＮｏｄｅＢに提供するように構成さ
れたアクセスゲートウェイと、
　ＭＢＭＳマルチセルスケジューリング基準をＭＢＭＳ協調ユニットに提供するように構
成された運用、管理および保守（ＯＡＭ）システムとをさらに備える実施形態３０～３６
のいずれか１つに記載のシステム。
３８．複数のｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂを制御するためのアクセスゲートウェイであ
って、
　制御プレーンと、
　ユーザプレーンと、
　ｅＮｏｄｅＢへの制御シグナリングを協調させるためにアクセスゲートウェイの制御プ
レーンに配置された少なくとも１つの制御部、およびｅＮｏｄｅＢへのデータシグナリン
グを協調させるためにアクセスゲートウェイのユーザプレーンに配置された少なくとも１
つのデータ部を含むマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ
）マルチセル協調ユニットとを備えるアクセスゲートウェイ。
３９．制御部およびデータ部はいずれも、各々特定の単一周波数ネットワーク（ＳＦＮ）
に対応する複数のインスタンスを有する実施形態３８に記載のアクセスゲートウェイ。
４０．ＳＡＥ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）ベアラ
制御ユニットと、
　ＭＭＥ（Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅｎｔｉｔｙ）と、
　パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）ユニットとをさらに備える実
施形態３８および３９のいずれか１つに記載のアクセスゲートウェイ。
４１．ＳＡＥベアラ制御ユニットは無線アクセスベアラの構成を制御する実施形態４０に
記載のアクセスゲートウェイ。
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４２．ＭＭＥユニットは、ｅＮｏｄｅＢへのページングメッセージの配信、セキュリティ
制御、アイドル状態モビリティ制御、および非アクセス階層（ＮＡＳ）シグナリングの暗
号化および整合性保護のうちの少なくとも１つをホスティングする実施形態４０に記載の
アクセスゲートウェイ。
４３．ＰＤＣＰユニットは、ヘッダ圧縮および解凍、ユーザデータの転送、下位層サービ
スデータ単位（ＳＤＵ）の重複検出、およびユーザプレーンデータおよび制御プレーンデ
ータの暗号化を実行する実施形態４０に記載のアクセスゲートウェイ。
４４．マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）セッション
が開始したという通知を受信するように構成された受信機と、
　通知の受信に応答してタイムスタンプおよびリソース可用性情報を伝送するように構成
された送信機であって、推定されたタイムスタンプはｅＮｏｄｅＢがＭＢＭＳ伝送を開始
することができる時間を指示する送信機とを備えるｅＮｏｄｅＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏ
ｄｅ－Ｂ）。
４５．受信機はさらに、ＭＢＭＳデータが同一単一周波数ネットワーク（ＳＦＮ）内のｅ
ＮｏｄｅＢによって少なくとも１つの無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）に伝送される
べき協調された時間を指示する協調済みスケジューリングタイムスタンプを受信するよう
に構成される実施形態４４に記載のｅＮｏｄｅＢ。
４６．受信機はさらに、ＭＢＭＳデータを受信するように構成され、送信機はさらに、協
調済みスケジューリングタイムスタンプに従ってＭＢＭＳデータを少なくとも１つのＷＴ
ＲＵに伝送するように構成される実施形態４５に記載のｅＮｏｄｅＢ。
４７．送信機はさらに、登録情報を伝送するように構成され、受信機はさらに、特定のＭ
ＢＭＳスケジューリング方式の詳細を受信するように構成される実施形態４４に記載のｅ
ＮｏｄｅＢ。
４８．ｅＮｏｄｅＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂ）がＭＢＭＳ伝送を開始することが
できる時間を指示するタイムスタンプおよびリソース可用性情報を受信するように構成さ
れた受信機と、
　ＭＢＭＳデータが同一単一周波数ネットワーク（ＳＦＮ）内のｅＮｏｄｅＢによって少
なくとも１つの無線送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）に伝送されるべき協調された時間を
指示する協調済みスケジューリングタイムスタンプを伝送するように構成された送信機と
を備えるマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）マルチセ
ル協調ユニット。
４９．受信機はさらに、少なくとも１つのｅＮｏｄｅＢによって伝送された登録情報を受
信するように構成され、送信機はさらに、特定のＭＢＭＳスケジューリング方式の詳細を
登録されたｅＮｏｄｅＢに伝送するように構成される実施形態４８に記載のＭＢＭＳマル
チセル協調ユニット。
５０．受信機はさらに、運用、管理および保守（ＯＡＭ）システムからスケジューリング
方式を受信するように構成される実施形態４９に記載のＭＢＭＳマルチセル協調ユニット
。
【００３８】
　本発明の特徴および要素は、特定の組合せで好ましい実施形態において説明されている
が、各々の特徴または要素は、好ましい実施形態の他の特徴および要素を使用せずに単独
で使用するか、または本発明のその他の特徴および要素とのさまざまな組合せで、あるい
はそれらを使用せずに使用することができる。本発明において提供される方法または流れ
図は、汎用コンピュータまたはプロセッサによって実行するために、コンピュータ可読記
憶媒体で明白に具現される、コンピュータプログラム、ソフトウェア、またはファームウ
ェアにおいて実施することができる。コンピュータ可読記憶媒体の例は、読み取り専用メ
モリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半
導体メモリデバイス、内蔵ハードディスクおよび取り外し可能ディスクなどの磁気媒体、
磁気光学媒体、ＣＤ－ＲＯＭディスクおよびデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）などの光
媒体を含む。
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【００３９】
　適切なプロセッサは、例として、汎用および特殊用途プロセッサ、標準的なプロセッサ
、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと関
連する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特
殊用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ；
Ｆｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙ）回路、任意のタイプの
集積回路（ＩＣ）、および／または状態機械（ステートマシーン）を含む。
【００４０】
　ソフトウェアと関連してプロセッサは、無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）、ユーザ機器
（ＵＥ）、端末、基地局、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、または任意のホス
トコンピュータにおいて使用する、無線周波数送受信機を実施するために使用することが
できる。ＷＴＲＵは、カメラ、ビデオカメラモジュール、テレビ電話、スピーカーホン、
振動装置、スピーカー、マイクロホン、テレビ送受信機、ハンドフリーヘッドセット、キ
ーボード、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）無線装置、
液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）表示装置、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ；ｏｒｇａｎｉｃ
　ｌｉｇｈｔ－ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ）表示装置、デジタル音楽プレイヤー、メ
ディアプレイヤー、テレビゲームプレイヤーモジュール、インターネットブラウザ、およ
び／または任意の無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）モジュールのような、ハ
ードウェアおよび／またはソフトウェアで実施されるモジュールと連動して使用すること
ができる。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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